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サといった電気機器の絶縁油として用いられていた。PCB は 1960 年代までは、有用な物資と思われ





















































































































ログのサービスは 2012 年 10 月 10 日をもって終了している。
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　＠ __obake　（obake は okabe のアナグラム）は放送大学の岡部学長のアカウントである。ネット
で特定の組織悪口を書いていたところ、その組織のトップが出てきて意図しない形で注目を浴びた
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いう場合であっても、単に親であるというだけで通話明細が閲覧できるとは限らないことに注意すべきです。
各事業者によって扱いは異なりますが、一般的には、契約者である未成年者からの委任状に加え、親の公的証
明書（運転免許書など）、子の公的証明書（パスポートなど）を揃えて、携帯電話会社に請求すれば閲覧できる
場合が多いようです。
２）土屋（2011：160）は、インターネットの普及により、「実質的な内容を情報技術者の職能倫理とする「情報倫理」
は、情報技術者には限られない（少なくても先進国社会の）すべての人を巻き込む倫理へと変貌することになる」と
指摘している
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